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S. paratyphi Aの抗原構造に関する研究

第8報　鞭毛性凝集反応に於ける所謂異常低下

被凝集性の機序に関する研究(1)*

長崎大学風土病研究所血清学部（主任　高橋庄四郎助教授）
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緒言

凝集阻止現象と総称し得るもののうちAgglu-

tinoidtheory等にその機序を求める分野の如きを

除けば,0型反応の領域に関して所謂K抗原の機作が

A.FelixD(1924)-A.Felix&R.M.Pitt望)‥;)

(1934)等によって提示されたことは既に古く,亦

F.Kauffmann4)(1951)に拠って広くEnterobac･

tenaceaeに於ける本現象が究明整理されたことも

周知了のことである･是れに対してH塑反応に就いては

現在の処,夙に小島･八田5}(1940)の成署等にも示

されるが如くタ0難凝集性が特殊抗原に由来するのに

対してH難凝集性は鞭毛の消失に関連するものとの見

解が-一般に採られている様である.
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抗体蕗堆性の間には原則的相関が認められるのが常態

であるが,其の間難解な鞭毛系所見の認められること

■･I､･-･/二:･■∴]､∴･･'"iSl-"�"�"Jlj¥:`､)∴./..‥.:㍗
等は此の儲城に於ける夫々晃なった分野の-一一部を占め
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すと見倣し得るものにF.Kauffmann6)(1939)の

報告がぁる.S.aberdeenの非運動性株に拠ってH-i

血清の挺られたこと並びに木蘭原がH-i血清に対して

部月な被凝集性を哀したことが述べられている.其の

後同氏4>(1951)はSalmonellagroupのH原に汎在

する所見として,鞭争陸･H抗体産生性株であるに拘
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らず'非運動性という例が甚だ稀ながら存在すること

を綜説的に述べているのである.亦他の異常塑として

はF. Kauffmann71 (1941) -P. R. Edwards et

al.サ> (1946)或いは其の他の諸家に拠って発表され

た鞭毛発育･被凝集性共に良好であるに拘らず非運勤

性というSalmonella例のあることも知られているの

一- ･　∴　､II'1'.'-_‥●∴ ･!:-:I-∴､ J I-.,J､:千.･

各供試株の生理白勺個性差に帰納せしめて,可及的簡略

な解釈を附する場合は,支配)-6)例は文献r;-s〕例に全

く--･致するか,後者所属の一塁例に過ぎずとも解し得

る処である.然し乍ら是れを例えば生物学的･抗原的

因子等に関与せしめて運動陰性現象機序の系統化を意

図する場合は,其の見解は自ら各様に成立し得る可能

性も考えられる訳で,斯くの如きは-F記される様に既

に実例としても示されている処である. fffibて亦叙上

文献例は, P. R. Edwardsう)も述べている様に,後記

される諸家のH系特殊所見(文献11トi))とは別個に

解説さるべきものの様に考えられると共に,外見的に

は所謂fj[阻⊥卜現象と直結する例ではあり得ない様であ

るが,叙上の見解に従えば参考資料たるを辞み得ない
のである.

玄に所謂H-Hypoagglutinability- Inagglu-

tmability�"H-Agglutination inhibition現象oj

機転に直結すると考えられると共に其の機序解説に｢｢一

'.｣-.":X.v-�"';'.j" ':　‥　　　　　二L( ､: '�", I-''I

を求めると,当研究部同人倉酢'> (1955)の笑院の如
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きは未知の現象として好個の-一一例に宿する･氏はS･

paratyphiAより得られたD型株が,鞭毛の

数量o形貨由運動性｡抗体蕗牲能に於いて常軌亦

實)1言∴1I-'""'.

清に対しては陰性という所見を報告しているのであ

る.閃みに筆者は本現象の機序解明に従事してきI:の

であるが,その笑験過程の大要に就いては後記され

る.更に続いて･l賀3u二諸例とは別稽の異常迅を求汐};3と

-F記諸家の業戦が留意きれる.放~Fの諸例は怜こ当

残と密接な関坪を持つ様に考えられるので梢詳鰍こ

記述してみる.腎て,McKinlayw>(1937)は新/巨

児附こみられIa那ミな下痢流行(1935)に際して其の

原田蘭と想われるものを分離しf=のであるが,是れは

唯物学的には定型的なSalmonella性状を示すに拘

らす血粁芦約分矧ま決定不能に了ったものである･

臥Schiff&L.Sもrausslニ(1939)はMcKinlayヒ

り叙l:例所属CDBaby欄-P書-Sなる3蘭株の譲与

を乳ブ!l:物J､削勺にはMcKinlay撃た告に-▲致する

gram陰性｡運動陽性の菌であること,血骨学的に

はmonophasicCH-a)菌であるが吸収試験よりすると

TT.'-!''.:王-_:･:･-

Antigenicformulaを1｡13由23:d4-と暫定的に

決定,而してS｡wichitaと命名きるべきことを提議

している.因みに"Symbol-*-"を以て表現されてい

る技原はmonophasic系統と解されるもので,

dip壬Iasic系に対する記述は認められないのである･

次いでE.Seligmannetal.1望5(1945)は-I-老婦の

流血申より分離されfcS.｣y｣/wmuriumが普通平板

培地上でPhase2CH-�"2)集落と,Pte.se1CH一呈)

｡phase2血清の何れに対しても非凝集性の集落に

･1一�"-'三

杏,既知のSalmonella培養に認められるPhase

い2に代ってf壇に関する3硬のPhaseが含まれる放

と解して,是れにXphaseなる名称を附与してい

る｡fT汚してXformに乱1ては(1)Phase2血清

(班-い2)含有のGardplate通過に拠って定m

的Phase1formにiL読)讃すること,(2)Phase

℡phase2血清脚寺含有の半流動性培地内培養では非

運勅使化すること,(3)XformによるPhase

㊤2挑仰糾ミぱ認められるが本免疫血清に対する当該

免榎原自体,i)反応は陰性であること,C4)Xphase

に対応する特殊抗体は認められないこと等が知られて

いるが,特に(2)〔4)等の所見を基にしてXformが

phaseい2の混合型であるとの懲定が附与されてい

るのであるP.R.Edwardsetal.丑写K1954)は1945

�"1953の両度に亘ってSeHgmannの原株白体の譲与

を受け,而して各様の術式o)下に本例は吟味されI=の

であるが,其の所産の骨子を成すものは原枕が当該血

清内で非凝集性である点に関する考察と,特に恥ase

l或いは2血清添加並びにn,n清非添加半流動性tfrf出内

に於ける移住性菌の菌柏変異の機序を菌相別或いは鞭

毛種別に認汐)られる運動性の強弱に帰納しf=点にil三る

様に考えられる･前者に批lての解説は此処では捌各

されるが(次戟参照〕,後者の場合は具体的に言/′〕て,

H_1｡2(Phase2)の運動性がH-i(Phase〕

･一i'l,--
ている.而して氏等は本所掛こ苑づいて二つの紡ご.て

誘導し得I=のであるが,其o}ユつばSeligmann':丁

の原株に就いてSeligmann等白身に拠って糾っれ

T=所見並びに氏等白身に於いて収め得た所見の帥しも

1�"I二･･∴l･:-.

ことより,所謂Xformとしての特殊菌梢宙に:･と,壬法

喝したことであり,他の･つはS.wichitao)An-

tigenicformuraを決定しf=ことであるSchiff

straussu>の業朝這¥^-h恥､ては既述されI=処で-～,ら

が,Edwards腎:～)も下痢症をIT-1::KしI=2才児0嬢軌ヒ
り6093-52と符記される下記の如き原規菌を得ている

のである,木例はOFormulaがS.wichitaと一致す

るに拘らずHFormulaが各種の既矢口血清とf正j/cv^Nご

･'I'''I,-'�"I

3代通過に際して移住薗細胞がTyphiH-d血清に讃

明な解凍性を示すことを知川得て玄に始めて暫掛寸乍

らS.wichitaの診定を下し得た菌株と記されている.

而るに半流動性培地通過に際してd-monopnasic

と解されているWichita同の本棟が,原則的には其

の運動性を消失或いは軌卜すると考えられるH-dti'n.

清添加処置が施されても,猶移住性陽性を/Kすト収｢と

りしてd以外の鞭毛抗P,頌の存在が疑われI=訳である-

而して此の移住性所見並びに後記される菌柏変矧こ関

する現象が既述のSeligmann等の所謂Xform

に関するEdwards白身の所産に甚だ類似すること

よりして,Xformに対すると軌を等しぐ㌻る術式

の--FにZ37をl=1って表現さるべきPhase2縣Uj存在

を証明し,WichitaFormulaが1�"13｡23�"37:d

:z37と改定されたことは周知の処である･

要するにEdwardsetal.業苛の内容よりすれば

氏等のWichita6093-52form或いはSeligmann

eta且.のTyphimurium系Xformが田子血清

Tこ_i-;X"-','･∴''､･､

所見は,結局菌柏別に存在する運動性能差に支離され

;I,.-!�"'�"-.''∴二I.I::ll二
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所見は,該株構成細胞中で占有する運動陰性細胞の,

更に其の申での各相箇所属鞭毛の番数量的関係に関与

するものとの見解から, Seligmann等の所謂3柏説

は其の-柏を占めるPhase Xと共に斯かる特殊薗柏

の必要なしとして再足されたことになる.因みに,

Seligmann等業報の内容と聾者の経験に従えば氏等

の所説に亦捨て難きものを認めるのであるが,

Edwards等の所説に対する吟味と共に後述に語るこ
とにする.

近縣,原田･原I4) (1957)は, 8ほの優駿老婦人廃

材より分離きれたS.paratyphi Bにして生物学的･

血清学的性状を異にする4菌株(H-15ト1 I-2 --3

-4)中に,固有運動性･H抗体藤生性･H抗体吸

収性共に陽性を示すに拘らずPhase 1 (H-b)

2 (H-　2)血清の何れに対する徴凝性も陰性と

謂うSeligmann et al.の所謂Phase x formに

該当する1株CH-15ト1)を得,本例の呈する被凝

性欠如に就いて次の如き解釈を下している.即ち電子

顕微鏡像に従えばX form構成細胞中の有鞭争陸個

一: I: ′∴　　　･ -;"�":_i--!､･二;,�"�"∴･.･:

時に供試され多事縫絡の所見を呈した他株(M-15卜

2 )に対比すれば,其れは南棟夫々の血清学的性状に

平行する所見でもあるが,明らかにX form鞭毛の

発育不良が認められると謂う･而して木型の難凝集性

に対する機転の解説としては,先ず2種の仮設を樹

て胤伽勺には一連の白験所産に基づいて,静一説が採

られている. X Phaseに於いてOH型と言えば佐少

の鞭毛を操有する-少部の細胞のみで,大部分を占め

ているのは0型細胞である･後者自体は前者の抗体結

I?に際して妨害とならないがH型結合体が柏寄って凝

視化することが後者の量的EB子に支配きれる為と観る

のが仮説の卦-であり, 0=型紙胞に比して極度に多

数の0視軸胞が結果の判定を難渋ならしめる為と解す

ら,J)が讃2の仮説である･猶X Phaseの菌相交替に

関して,該柏変曳はH-0交替と関連性をもつもので

木川mi勺ではH三oなる可逆性交替が反覆されている

こと, L記の申o→H交替可能な0朝田胞にして甲0

独棚卸)蕗生能を所有するに拘らず鞭毛自体の形成能

は欠如するO-読1の存在が想定されること,而してこの

omには所謂H-0交替の過程上に於ける中間の--一点

が附与さるべきこと,此の0型こそ所謂Ⅹ柏型である

とrJj想定を記述し,其の証左としてM-151-　の運動培

地内達涜通過に際して認められる運動発現所要時間の

短縮と慣瀞陸発現は平行せず,後者は前者に連れるこ

と遠かであること,然るに嶺顕的検索の資料として鞭

毛以性･培地円運動陰性株が提供されたに拘らず,比

の鞭毛型の供試棟内細胞数は該株よりの誘導株である

無鞭毛型細胞数に遠かに凌駕されていることを述べ

て, 11三0交替に関与せしめずしては理解不能である

との解説を試みている･而して叙上の綜括として所謂

Ⅹ柏菌なるものはill-grownの鞭毛を持っ細胞の集

積で, Hご0交替が反覆されている菌柏であると想定

されること並びにX Phase交替の特性はH抗原の量

的関係のみならず0型細胞に由るH凝塊形成の妨害に

よって親定されることを結論しているのである.

玄に先人の業報を綜持すればX Phaseの特扶被凍

集性に関する機序の一部が少なくも,鞭利生細胞の供

試棟内に於ける数量的地軌該細胞型に於ける鞭毛の

発育状態或いは数量的関係に拠って解説きれ得ること

は明らかである.然るに他の--續E/こ於いては其の解説

に異説の認められること既述の如くである.従って解

説の根拠を真にする場合に自ら被瀞陸に対する表現も

異なる場合が存在し得ても宜いわけである.例えばⅩ

formに於けるH-In--Hypo-agglutinability (也

下aggl.と略記)に対する機序の解説が, Edwards

等の説の如くに　X form構成細胞に於ける鞭羊臥

性細胞並びに後者に於ける鞭毛の夫々数量的関軌こ帰

納され,且つは上記異常状態よりの正常化Normal

aggl.cD機転が薗相別噸宅種別に認められる運動性能

差に結論づけられる場合の因子としてのことであるが

上記同様に,細胞並びにその鞭毛の数量的開脚こ置か

れる場合の如きは, X formの県常徴續L性状態は単に

罪-紫-畏常低下徴攻勢陸In- -Hypo-aggl.と表現

さるべきもので,等しく難凝勢性等の術語が常用きれ

ているにはしても, TyphiVformに於けるVi原

由来の阻止現象Inhibition phenomenon等とは本

態自勺に白ら里るものである･然るに原田等o)如く少な

くとも機序の一面として0封細胞に由来するH反応妨

害を考臆する場合には,所謂K抗原の免疫学的阻止機

転とは其o-)本態を異にするけれども,広義に解する限

り上記のIn-Hypo-aggl.の状態は選れを一種の阻

止現象の領域内に包容せしめ得るわけである.当研究

部高橋はO�"H-Hypo-Hyper-aggl.の機序を免梗

学的･非免疫学的に夫々敏弘その中払Hypoaggl.

に就いては理化学的･生物学的･免疫学的に大m,最

後者は更に細分される諸例を分別しているが〔未発表

コ　X formの如きは党人の見解別に其の所属を異

にすることになる.

既掲倉田のParatyphi A或いは其の他のSal-

monellaのD型株に於けるH-Hypoaggl.は,既に

抄述の所見よりして,免疫学的槻転に基づく軌卜現象

としての想定が--一億許される性格のものである.聾者
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は其の本態と機序を究めむことを意図してきたのであ

るが,同氏分類株は供試後年余録管申に変異して用を

成さず,亦本変異株｡其の原株(Paratyphi A 1015)

･ ,."'l'で:　　　　川', '�".'!i; ' " ':;:''-rミIj∴ ･:-I

ってする検索に於いても今日猶同氏D型と完全に一致

する園株に遭遇するを得ず,当報に於いては未だ結論

に触れ得ないのである.然しながら其の間の所産とし

て, H-Hypoaggl｡の認められる｢ ･枚を得たので報告

する次第である.本棟に関する繋験は未完で此処に当

朝会貌に亘る要約を掲げ得ないのであるが'其のHI

Hypoagg且.が,鞍似点は認められるにしても,所謂

x form　の其れとは区別さるべき現象であることは

明瞭な〔ように考えられる･亦少なくとも所謂免疫学的

臥卜現象の分野には容れ得ない性格の現象であること

もー-一億想定されで∫､る｡然し乍ら-一一見単矧こ観えなが

ら二様の原田の究明には猶.-乍昧を要する鞍多の不明因子

が予想されると共に,是れ等は先人記載の所見に対す

る笑険的考察の因子でもある･更に村人倉田の所在の

･　　　∴　･ .･　　　-.11= 'Iト

互n- -Hypo-aggl.状態の塾分類上U)資料として意義

づけ仁)れていることを附託しておきI=い･

実　験　術　式

実験術式は針目9)の場合に完全に或いは原ITOこ~~一

致する様式が採られている･然し要にT,昆じて全く形式

�"ff異にする場介のあることは勿論である一以下その概

要に就いて列記されるが,特殊な術式に就いては各J神

関孫項~Fに記述されることを附託して書,3く･

1.供　試　増　地

菌株保存並びに凝集反応原の培養には.5%普通肉

汁寒天斜面培地(pH T-3-7･4) ,集落性状観察の為

には肉エキス(檀-續I-ルl)ツヒ肉エキス)を以って

霞襖されf:上記肉汁琴大の平板培地(pH同上7厚さ

約2mm　琴天1.7%培地供試の例もあるが是れは例

外こ属する) ,吸収菌増産には3%肉エキス(帆ヒ)

i�"　　1,11�"�"�"�"､ ･∴･ ._･し､･{　∴:･一

日的には0.5 %晋通肉汁寒天高軌キ地が夫々供試され

ている.

2.供　試　菌　株

供試菌種は今実験例を通じて5. paratyphi A IO15

(以卜P.AIO15-P.Aと略記)であるが'株別とし

ては,当研究FJ?倉田晩長崎大学細菌学教室續,福岡

県衛/ヒ研究所株である｡是れ等の原株は其の何れにつ

いても高橋一(1952) 1(i> (1952)の所謂集落内色像に

従って倉掛こより残別命名されたA-B-C｡Dの各S

属凝びにR属の各型薗が認められる.各歯型純化の術

式としては,ブイヨ.5%肉汁斜面寒天或いは0-5

a/o肉汁高層乃至平板寒天等に於ける各培養を1｡5%肉

エキス寒天平板に展開するという方法の継続を原則と

し,是れに各種の補助的処置が目的的に附加されてい

る,是れ等諸法についての具体的な説明は必要に応じ

･､i�",:,.言･･∴

し'">;'まC�"D|A]書封刑で:::1�"'..).

3.供試免疫血清

c塾0‡‡血清:試獣一家免免噴流-P.AIO15系

c塾生薗,免疫原量-順次使用のI.IZSmg�"O.Zbmg

｡I.Smg�"1.Omg�"2mg�"4mg/per2.5Kg,免穫

二三:~∴.1�"'"'I..∴i:�"I.-,-:.'1�"''-:ト､
='iJ-､ニー･:､!.､∴‥..∴onこ."'I"'"二∴.･

る.防腐剤としてのMerthiolate1.0%水溶液0.1CC

が血清10CC毎に添加(1:1000)された後丸室(+2

～4口C)に保存されたが非働性化処置は特に省略され

ている.
H-a内子血清:P.AIO15C型の100口C2H加熱処

置原を以って上記P.A-OH血清の吸収されf=ものが

班-a田子血清として供試されている･

4.凝集反応術式

血清0.5CC:菌液(1mg/CC)gt.の型式が採用さ

れている.死菌反応原は100口C30M加熱処置原である.

成鰐は菌液混和後37-C2H並びに之れに続く室温概霞

22H限所見について判定されている･

5.形態学的検査

･;二'･:.:､･∴!';i."'r,",i.,'<!ivv,''.'∴

光学的顕微鏡像〔戸田民法1.'!>(1939)｡安住氏法l｢う)

(1932)〕及び電子顕微鏡像に基づく解毒の形鮮三朝勺

観察が主体となっている.然しその間集落に就いては

各型の解離状態,鞭毛に関しては有鞭毛性細胞教戒い

は其の鞭毛数白体に就いての数字的観察も行われてい

る.

実験成績

A'-.';�"�"�"�"�"三■-∴∴･＼-√､.

供試菌株はP.AIO15系S≡日南A�"B�"C�"D4熱

中のC･D両弘更に後記する如くC型,tり分離され

たNo.6a,No･6aより分離されft;No.が主とし

て供試されるのであるが,是れ等諸株の間に於ける柏

∴･:MfcV′･I--､.トu';･､

みると次の様になる.先ず集落の大いさ,透明乾に就

いての比較を述べ次いで内包像を主体として対比きれ

�"�"J�"
p.A-A:A-D型間に於ける集落の大いさ･透明性

の比較所見を本項-Fに--持しておく･倉田の場合大い
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㊨
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ej,正A¥J
義

D

腐

きはA型集落が最小塾でAくBくCくDの如くD塾が

最大であるのに対して,筆者の場合は甚だ稀にCくD

乃至C≒Dの例も認められてはいるが殆んど全例を通

じてC>Dを原則としている.是れは-一一致しない点の

一つである.次に丘降魔はA>B>C≒Dであるが,

倉田の記述ではC>Dで是れが氏のD塾に於ける特徴

の--一つとなっている･透明度は4型共に半透明型に属

するが,前2者の中には不透明に近い場合も認められ

る.猶詳鰍こ観ればAくBくC<Dの順位で, D型は

特に透明である･猶各塑共にS塾集落としての外観的

特徴を示し,表面滑沢にして正円形である.戴に透明

度に関して留意さるべき所見を挙げておく.先づC塾

透明度は大体倉田の場合に｢-一致するのであるが,筆者

の例にあっては原則的に内色調に白色昧を増加すると

共にA-B型透明度に接近する傾向と床管培養に際し

て連にD型に移行し易い傾向を帯びる点で本質的には

倉田のC型とは里なる素質を持っものではないかと考

て　　　　　　　･･ '一�":"/!- I卜.･ゝ�"';;.'!'-'.''l ':

拘を示すのが常であったが此の傾向が認められない点

もー--一致しない性状の-一つである.

以下A塾の円色像について略解を附しておく.内部

構造としては極めて微細な穎粒が充満しているが如く

見えるのであるが,額粒の識別は田難で一般的には無′

構造と云い得ろものである･且つその観像上の色調は

C ･ D型に比して常に赤色調を帯びている.因みに玄

に赤色調というのは落下乃至透化光扱に拠る観察に際

しての集落色調とは区別されねばならない.像観察に

ゝ丁　　　:･j'喜'i. -二-･二･;'�"�",!'.≡ / t一�"_.-;

あるが,当報ではこの時に集落内に出現する集落自

体の或いは像形の色調が記述されている.以下仮に

〟 (集落)内色調"と記すことにする.

P･A-B : A塾に甚だ貰似する塾で隆かに下記C.

D塾に於ける色像への移行を想わしめる或る種の喋跡

的像が詳細な観察に際して覗び得られる点を鼠にする

のみである･倉田のB塾では青色調の畳輪が認められ

たが,選れは必ずしも木型の特徴としないでも｡ょい所
見である.

P.A-C : A - B型とは曳なって内部構造は一一定の

像形を示して鮮明となる･即ち,同心円性の傾向を示

す繊細な線状紋理として甚だ美麗な或る種の色像が認
められる.

P -A-D : C型に比し内包像構成線は粗槌且つ直般

状化しノている他時に線の尖端が肝曲分枝しているの
が認められる.

P.A-Ck�"Cn�"Dk.Dn:A�"B�"C�".D各分塾

の問には勿論その移行塾が認められるが,殊にC ･ D

筒型については, Ck.Cn-Dk.Dnなる4分動機

'--'一�"�""- '!'�"'.'::･k∴　∴･.∴さ:∴','t!､､

度は劣るものに,路符nは前者と同一の内包像所見乍

ら白色調の弱化と共に透明度に増額の認められた集落

塾に,夫々附与きれた塾分類上の標識であるが,本分

塾間には透明度に関してCk-Cn→Dk→Dnの順位が

認められる･是れ等分塾に於ける血清学的特性は,杏

●｢､"'."'" I､'-,一--∴･･_　�"IT　∴i..:　ミて･ ･二･･･

してCkは微弱Cn-Dnは常態として附与されるが,

透明度と徴凝性の間に爾く系統的な相関は認められな
い訳である.

No. 6a :木蘭株並びに次記No. 6 Iの分離過程に就

∴　､卜�"VC-::�".;�"';:.:･_ ･

で,既に純化されたNo. 6a株の解離する集落所見は

次の如くに要約される.大いさは大凡A-Bに近似す

るが,丘降魔はC-D程嵐透明度並びに内包像より

する所見はDn塾に相応するもので倉田のD塾とは次

の諸点で異なっている･即ち先ず大いき･丘隆乾共に

一致しない･本棟の透明度はDnとして表現きれる処

ではあるが,倉田のD型に比すれば猶梢不透明であ



6
田　中　義　信

る．且つ木型は其の性格として，特にブイヨン通過等に

ょる透明度減弱の傾向を持つ薗型である。因みに木型

はフ集落表面性状に痕跡的乍ら不油性の感あるを免れ

得ないがク湿潤。光沢正常な正円型のS型枝葉落であ

る∴本所見は肉汁。肉エキスの別なく仁5％寒天平板

上に認められる形態である・尤も是れが寒天濃度と－－－－J

定の関係を持つ場合のあることは中沢2り）（1951）の業

院よりしても吟兜さるべきであるが比の良夫だ換了し

得ていない．而してその内色像も，定型的ではないと

してもS属の硯城内に於かるべき所見を呈している・

更にブイヨン内発育は全く平等にしてR系因子の混在

を疑い褐竃い皆のものである・亦1■5％肉汁寒天培養

よりの生理的食塩水薗液を5M／1000RサP・M・処置

して得られる上層を使用する場合は，埠菌原・1000C

30M加熱菌原共に生墟水内自発性凝集所見は陰性で，

何等R系統の性格を示さないのである・然し乍ら上記

反応原粟遠心沈降処置の省略された場合或いは試験的

凝集反応に拠る場合は中等度陽性の自発性反応が認め

られる。特に最も顕著な所見と云えば列観とは全く相

反してク集落構造が粗程でR空漠落の構造に甚だ類似

することである∴爾余の実験成霞もあって′本棟がR

迅姐二容れらるべきことば辞み得ないのであるが，当

報告がH原に関する研究を主体とする点を霜祝して7

比の状態で一応供試されている・

No，6Ⅲ：本棟はS。Gar臍）（1938）の術式に準ず

る0．5％肉汁寒天平板内移住連続3回処置に際してNoQ

6a∴り解離したものである■No・6a属集落に比し

て内邑像の性質もより純化され，亦粗張性も相当に滅

弱してS塾扮性格に近接の傾向を示しているが，猶完

全S芝辺迄には至り得ていない▲且つ丘陸産の増額と透

明度の減弱を伴なっているがク比の点ではC彗建として

の所見を示している・比の傾向は保管中に顕著化して

A～B塑集落に近い丘隆度と不透明度を戻す場合も認

汐）られる．爾余の性状はNo申6aに顆似するものであ

る。No．6Ⅶ。No．6aの間には運動性に関して夫々墳

り粥こ澗著な差が認♂）られるが′是れ等の性状一風こ

関しては別ン大きれる・

B　分塑株の分離並びに純化過程

叙上各分班株の分離純化に際して遭遇した各所見は

全く煩雑多蚊に亘るもので7系統的な察矧こ困ずる態

のものである．玄では取り敢えずド記の如くに要約し

て‡Jく。因みに分離途上に経験し得た所見中には興趣

な思える例もあるので－－⊥持して稿を更成する予定であ

．「∴．

1．倉田のD丑粍就いて認められるH－Inaggl・は

一成賃凝集抑制現象と想定され得るものである覇従つ

て本現象よりしても亦爾余の生物学的・免疫学的諸性

状よりしても倉田のA。B・C・D各塑中正常型に該

当せしむべきものはC塾であり是れは倉田の記述する

処でもある．比の意味に於いて先ずC型特にCn型の

分離が企図されることは当然のことである，然る処

当研究室保存倉田系各分型厭味は氏の実験終了後約

1．5年の経過をみるもので，其の間の変異に帰納し得

るか密かに多少の疑念が残ならいではないが，兎まれ

倉田系の保存薗株は約20例であったが其の何れもが各

様のA（工D各班混在状態を示し，C・D型の分離。純

化は意外こ困難を極め，しかも目的のC型分離は倉田

D型原株（D・一No．14）よりという過程が踏まれてい

るのである∴然しD型株よりのC宣臼ではあったとして

も，亦倉田系C要掛こ完全一致のものか酎一の決定は未

了であったとしても，兎まオL98■5～99％迄の純化固

定所韓は一一応収め得られたのである．既述のC型免控

OH血清は比の当時に調製具されたものであるt

〔註〕解説の便宜の為に其の後の所見を此処に予記す

れば，次記D型の場合も同様に，遂に上記の純度は一一

進一一過の中に原則的には低下の傾向を示したのみなら

ず，血清学的には寧ろ逆の現象（次項2参照）を戻す

皆の性格を示し，倉田のH現象機転追究の資料に迄は

今日猶至り得てないのである．然し乍ら比の間の実験

と考察が当報告の資料歯髄と所産になっていることを

附記しておく。

2．次にD型集落分離・純化の予備泊勺実験として実

施された単個集落とH－a因子血清（100×）間に於け

る試験的凝集反応検査成既に従えば7　D塑の100％陽

性に対し，C塑の70～80％迄は反応微弱で，是れを詳細

に検する時にはCk型集落は全例に於いて反応微弱で

あり，Cn宣担集落にはD三日と著差のない態の強反応と

是れしとり梢々弱度反応を示す集落型の混在が認められ

る．従って，倉田の場合のC・D型とは逆相関に於いて

換言すれば筆者のCk塾憾がH難現勢陸を示してい

ることになるのである．然し乍ら既に年余に亘る追究

の間倉田と同性格の分塑が認められてないこと，並び

に倉田現象に対する側面的・補助的解明の資料たらし

めむことに主眼をおいて仁叙上道相関発現の真の機序

についての詮索は是れを暫く措くとして，ともあれJ乾

にH難凝勢性薗枚としてCk空当の蕎屯化固定が企図され

た次第である．然るにCk坦株は単個集落による試験

的凝集反応並びに，集落蒐苔を酎封京とする場合の定

量凝集反応（質＝表参照）に於いては，H難凝集性が

認められるに拘らずク是れを斜面培地上薗苔とする場

合は凝集陽性と化している・而して木蘭苔を平板培地

に鮭関するときはブD塑集落が混在し7Ck彗脚三とし
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第1裏　H－a因子血清内所見〔Ⅰ〕

＼＼＼血清稀釈倍数

反　応　原　＼　＼

生
C

菌
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川0

詣i
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＋
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⊥
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士

土

一世
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3200　640012800　25600　51200
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l
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【
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鼎

甘L
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≠L　　十十

〔註〕反応原C・Dは夫々C・D型集落のみの蒐葉蘭原である．

廿　r　廿

甘㌦
J

対照

二i（土〕上土　l

∃

ては最高60％前後に達するに過ぎないことが認められ

る。本所見は反覆遭遇した処でCk型株としての純化

固定が極めて困難であることを示すものである．

3・集落と菌苔間に於ける上記の如き所見差はその

芸低度のものならば抗原分析に際して爾く稀ならず経

験する処であるが，例えばEdwardsetal・3）の報

告中にも認められるⅩformに関するもの或いは筆

者の場合の如き高度の差のものは爾く頻回ではなく，

Ck例の場合の如く一応現象直結の機転は証明きるべ

きものである・然し乍らこの解離状態が供試棟自体の

閻陸にあるか，実験的条件にあるか，或いは何等かの

生物学的・免貸学的機序に基づくか，是れらの決定は

射ご困難な場合が存在する・本例の如きも難解に苦し

いご例である．

玄に兎まれ原株保管条件に支酉己されている場合のあ

5ことを考慮して，長崎大学細菌学教室及び偏岡県衛

生研究所よりP・A川15原株の分譲を受けCk型の分

離餌化操作が反覆きれたのであるが，前記の倉田分塑

原株よりの場合と同じく，C・D型の純化固定には到

達し得なかったのである．比の間，その原因について

種々に考察し，ブイヨン陳旧培養・培地pHの㍗神長。

動物通過・葡萄糖加培地の換討等多少の処置は－▲応諾

ぜられているが，総べての処置を通じて純化固定につ

いての成果は得られていない．此処に直接の関係はな

いが，唯A・B塾の純化に関連して糖加培地の意義が

期待きれるような所見が得られていることを附託して

おく．

4・叙上の如くにて，D塾もC型同様固定し難いこ

とを知り得たので，続いて施行きれた倉田D型原株よ

りのD型分離に際しては倉田の所謂D型に完全に，少

なくも血清学的には其の性状に「▲致する集落を求める

形式を採ることにして次の一一法が試みられたわけであ

第2図　No館6a・No．6Ⅲ株価化過程

＊1

食
由→C－No．6
株

ぐD－NQ．相）

No．＿＿月a　－－－→

→㊦

窟「

ri二
＼「‥－・・Ⅴ一丁　…一

H”血清に対する試験的

凝集反応陰性の集落1ケ
奇とる

㊦　l
l

l

↓

SRのみ

＊3

運動観察　　　　　　　　　　　Mo・6l o・6

〔註〕＊1：1．5％平板培地
＊2：1．5％斜面培地
＊3：ブイヨン

＊4：0・5％半流動高層培地

＊5：免疫血清非添加Gard氏0．5％平板培地

⑥→

→各→㊥→針詣
No．6Ⅷ

㊧→冒
No．6a
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る．即ち平板上に外見的なD塾集落を求めることをせ

ずフ先ず混在発育したC塾属集落と稀ながら出現する

Å◎B型属集落が点符除外される．残りの透明性集落

は必ずしも定封∃勺D型の内包像を京すとは限らない

がク】「一応是れを無視して7先ず難凝集性集落が直面の

対象に置かれる形式である一斯くて比の意図の下に多

数の集落が試験的凝集反応を以って鰻せられたのであ

るがタ此の際全被検例中略一の集落についてH難凝集

性の所見が認められたのである。但し玄に上記検索術

式の性格上，本集落の形態学的記録は省略されている

ので当の集落自体については明示し得ないのである

がブ移植後の所見は次の如くである・即ち原集落は先

ず斜面培養を経て肉エキス寒天平板培地に展開された

場合の－－▲致した全集落所見よりしてS迅様R薗である

ことが明らかである∴是れ庵ブイヨン内3日間培養の

形式でS復帰を図った結果として，僅かな率に於いて

既述甑6a（第2区惨照〕に一致する集落型の解離か

認められたのであるが仁是れは一億Dn≡軌こ所属せし

むべきものであり7且つ其のR系素質よりしてDr型

と符記し得るものである・nど塑の純化固定は比較的

容易で其の定型的資料・に附せられたものがNo■6aな

る菌枝番号である．No・6aについての100×H伊a良

子血清内試験的凝集反応新見は陰性でありク是れを展

開すればSr塾が用0％で他の塑を混じていない・即

ち，こゝにSr塾ながら100×舅巨a因子血清に非賽性

の薗株が純化固定されたのである・次いでNo・6a枚

について，0．5％耐寒天平板培地周辺部に移隠血

温培養後ク対側周辺縁にまで到達した移住細胞を同一

術式の下に反覆するという既述のS。Gard望1）の術式

が通用されたが，0．5％培地3代通過にして得られた

運動性顕著な菌枚が既述のNo・6Ⅲである・本菌株の

H－a因子血清内試験的凝集反応は運動性所見に並行

して強陽性を示している．No・6aの集落所見は釦

なる符記を以って表現されたのであるがタ是れに対し

てNo．6Ⅲ系集落は一応S〔r）なる表現が適用される

態のものである．R度に関してr＞（r〕が意味される・

玄に歪要なことは，集落所見に関してS（r）：Srに

拠るS・R性，運動性能並びにH－a内被数性に関する

強弱を以って表現されるNo・6Ⅲ・No・6a南棟の性状

の安定性であるが，例えば夫々のS三日後帰を図りブイ

ヨン培養→集落選別の如き様式が反覆される場合と推

も夫々の運動性・H被凝集性は爾く容易には変異する

ことなく，併もS塑に甚㌍近似の集落にまで復帰せし

め得ることは－一応検了されているのである■然る姑保

管中のNo・6a系薗株の或るものに就いては形態学的

に既に明際な迄甚R塾化したものが認められると共に，

徴凝性に関しても，末検了の為疑念もあるがト聖解し難

い所見も親られるのである．而して観点を別にすれば

是れ等所見は其の総／ヾてに於いて，S→R変異とは無

関係と現在解されている鞭毛のS→R変異との関係な

どを疑うべき因子が含まれているとも解し得るのであ

るが，比の蘭こついては他日の所辞に侯つことにする・

C　各分塾株構成細胞の形態的所見

単染色標本に基づく所見であるが仁正常塑と解し得

第2蓑　P・A－CァねD，－6aクm6Ⅲの性状

＼＼＼＼＼－　　　一蘭　株
「、→▲、▲－、－

性　状　　　　　　　＼＼＼

集

環

運

ブ

C

落　　性　　状　　　　S

D

S

落　内　包　像！．C＋（D〕＊1！D＋〔C〕＊2

動　■　　　＋　　l　　＋

主

■l

「

6a

Sr

D’′

＋

6Ⅲ

S（r）

D′

＋

ィ　ヨ　ン　培養牒馴＝雌一L均濁≠沈澱一　物濁鼎・沈遡上l均濁鼎沈澱－】

士　　　　　　　　士
l

＋　　　！　　　廿
l

士　　　　　　　　士

（士〕　　■　（士）
1

1

L

l

、

】

L

岩畳i且中警集反中：．　　と　士
て000xAcri鮎vin反応■．　　　と

－　　∴　－＿．－　、、、
運動培地移信連度（37CCx8鋸‥　26～3Gmm　■　24～35mm

】

L

l

【

1

∃

！．

、

「

1

L、

0～1〔0～3〕

6′～10〝

4′〉6mm

2・～7（0～7）

6～10／ノん

20～26mm

〔註〕1。P・A－CはC66％。D34％に分類される（＊り・
p．A－DはD93％・C7％に分類される（＊2）催

2．P．A職6aの集落外観はSrで表現されるが其の表面不滑性度はルーペを以って仔細に

観察し始めて認めうる程度に属する・6Ⅲの其れは更に軽度である・

3。鞭毛の数値の軒（）はその限卿直，然らざるものは最高数度が示されている■
4．運動培地移住速度検杏は0・5％培地を便風教字は数珠についての最低・最高値を示す・
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るP・A・C・－D塾持こ比較してNo．6a・No．6Ⅱ型が

球菌に近い短梓薗であること以外に，特記すべき異常

は認められない．

D　鞭毛に関する笑験（第2表参照）

鞭毛の形態的観察の為には染色像と電子顕微鏡像が

資せられ仁運動性検査の為には0．5％肉汁寒天培地が

供せられている．鞭毛染色法としては戸田氏・安住氏

の2法が採られたが，後者に拠る場合は鞭毛様物質の

併染される場合があるので，其の際，是れと鞭毛との

厳密な区別に留意されたことを附記しておく．

1・先ず鞭毛に就いての比較基準であるが，其の限

界を生物学的性状の範囲に於いて求める場合でも，少

なくも鞭毛自体の性状と細胞個体に於ける数量的関係

が考臆さるべきことは自明のことである．義にC・D

両型細胞に就いての所見であるが，鞭毛自体の性状

差，例えばグ其の長さ・太さ・紆曲の数並びに程度・

被染性・細胞自体との位置的関係等に就いての差異は

認められないのである．亦その数量的関係においても

単なる染色標本に拠る比較という条件下のことで正肱

ではあり得ないにしても，殆んど全く差なしと判定し

得る所見である．晩D塾集落にあっては殆んど総べ

ての場合に4～7本の鞭毛数が認められるに対して，

C型集落の場合はD塾集落と変らない場合もあればD

より明らかに少数で0～2に過ぎない場合もあって，

系統化が酎難な観察例が概して多いという点に多少の

差が認められる様である．本所見は各様に解し得る性

格のものであるだけに其の意義の採杏に迷うのである

が，下記される様にC・D各蟄集落内に於ける構成細

胞の数量的型別比に壷点をおいて考察する場合は，其

の意義は甚だ深いことを知り得るのである．即ち殊に

C塑株の如きはC≧建集落60％以上に迄は純化困難な菌

昧であることは既述された処であるが，比のことは集

落構成細胞の型別に就いても適用し得るわけで，解離

時の％は別としてC塾集落内にD塑其の他の別型細胞

が包含されていることは想定亘指巨な処である．従って

C迫集落を鷺断とする染色標本所見と錠も，是れをC

型細胞のみの鞭毛所見とは断ずるを得ず，鞭毛多数と

いう所見はD細胞の混入に由来する場合が－一応吟味さ

れねばならないことは至当のことである．此の考察は

相理由の下にD型集落碇本に就いても言い得る処であ

る・唯D塑標本の資料となったD型株のC蟄集落解離

率はC塑株のD型解塵率に比して純化魔の高いものが

供試されているので，－一応上記の考察理論が採られた

次第であるが，D型実務の構成がD＋C細胞である以

上絶対的な解説であり得ないことは当然である．換言

すれば，C塑・D型の何れを問わず各々100％に純化

固定されて後始めて厳密に吟欺きるべきもので，結局

は純化固定ということが必要な条件となってくるわけ

である館

2・比の意味よりすればNo・6a・No．6Ⅲは純化固

定された菌株であるだけに，鞭毛比較の資料として－一

応その資格が附与されても宜い訳である．

玄に先ず染色像並びに電群像に於ける所見を対比略

述してみる．

a．染色像（第2表参照）：1．5％肉汁寒天斜面培地

上370C18H培養を資料とする時，No．6a殊にあっては

鞭毛陽性細胞が極めて稀であるのに対して，No．6皿

株にあっては鞭毛陽性細胞も亦脱離鞭毛も共に多数に

認められる．更に各細胞について保有鞭毛数を比較す

ると，No．6a株に於いては1～2条，精確には1条

稀に2条に過ぎないのに対して，♪Jo．6Ⅲ株に於いて

は2～6条，換言すれば2条以上の鞭毛が観取される

のである．

b．闇顕像：徴検菌は特殊な方法によることなく，

a．の場合と同条件下培養より調製の1mg／CC蒸潜水

菌液が供資されている．観察の結果として，No．6a株

に於ける触手陽性細胞は同陰性細胞に対して路1：50

の比率で相当に稀有であること，該細胞に於ける鞭毛

保有数も隆々1～2条に過ぎないこと，脱離鞭毛は殆

んど認められないこと，然るにNo．6Ⅲ殊にあっては鞭

事陽性細胞に於ける鞭毛数が2～7条の多数に昇って

いること，脱離鞭毛が全視野に認められること等が結

論される．No．6Ⅲ　に於ける鞭事陽：陰性細胞間の数

的比率は玄に明示し得ない処であるが，比の点に関し

ては精査の後次戟に於いて触れる予定である，然しな

がら少なくともNo．6Ⅲに於ける鞭毛数の実相が2～

7条より2く～7に上昇する可能性も考え得ないでは

ないのである．亦正常型P．A菌細胞の常詣紬勺鞭毛数

を基準とすれば，脱離鞭毛の数量を参考にする時6～

7条に近似の鞭毛数がNo．6Ⅲに於ける常態かとも解

し得ないではないのである．電顕像は次先に於いて掲

示される．

C．綜合的考察：a．b．両所見を対比すれば明らか

な様に殆んど全く並行する所見を戻している．真如こそ

の綜合的所見よりして，次の暫定的結論が得られるの

である。即ちNo．6a株構成細胞の主部を占めるもの

は無鞭毛塑細胞で，有鞭毛型紙胞は僅徹な一部を占め

得るに過ぎず，且つ鞭毛自体の性状にはNo．6a・6Ⅲ

間に特筆するに足る差違は認められないけれども，其

の鞭毛数は1～2条が限度かと想定される．是れに対

してNo・6Ⅶ棟にあってはその構成細胞中に多数の有

鞭毛型細胞が認められるが，同時に該細胞保有の鞭毛
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数も2～7条或いは6～7条に近い条数をその常態と

する様に考えられ，有鞭毛型細胞数に於いても亦細胞

に於ける保有鞭番数に就いてもNo．6aとは格段の差

が認められるのである．

E　運　　動　　性

運動性に関しては下記の諸点に触れてみる．

a。当報に於ける運動性検索は培地内所見に拠って

いるのであるが∴運動検索用培地の使命は本来移住現

象の陽・陰に〔とる運動性の防除判定にあって，少なく

も異種属の有鞭手性菌を－－－▲持して論ずる場合培地円移

住速度が必ずしも鏡下速度或いは鞭毛数に並行しない

ことは周知のことである．燃るに実際上の所見として，

鞭毛僅数のNo．6aの培地内速度は鞭毛多数のNo・6Ⅲ

に比する時，概括的に言って－－・応劣ると表現され得る

ものである．既述の党人の業就中にも認められる比較

所見と表現様式（上りしても，少なくとも軒－－・厭味より

の分型株間に於ける比較に際しては鞭毛数と一定時間

限に於ける移住距離の間に或る程度の並行性が認めら

れてよい場合もある訳である。No．6aが鞭毛発育に

至過と考えられるブイヨン内連続通過後でも鞭毛数と

運動所見に差違を示さなかった例などは上記の一資料

となる様に考えられるのである∴然し乍ら培地内運動

状態は，願検株構成細胞中にあって占める運動性細胞

の数量的関係。該細胞に於ける鞭毛数。培地壁に沿う

て移住を起すに至るまでの即ち運動開始までの所要時

間（是れは上記細胞数或いは亦供試練の個性差・分裂速

度等に関連する〕・開始後の平均速度。瞬間時速等が分

析的に観察されて始めて決定さるべきものである．最

も顕著な例としては特殊な機序なくして多鞭毛にして

運動陰性という　EdⅥrar舶S）・Kauffmann4）等の例
のあることは既述した処である。以上のことはH俄賽

性に関連しても充分に吟味さるべきことである・

b．Edwards et al．14）原田等川が有鞭毛性細胞

数甚少・保有鞭毛数赤堤少な或いは斯くと想定きれ

た所謂rク♪扇別伽γ吉保桝Ⅹ株・椚cゐ言方α6093－52枚・

アαγα秒♪ゐ言　β　M－151－1株等の南柏性例に就いてH

因子血清添加移住培地通過処置に拠り対相性歯型を分

離し得たこと，並びに南柏混和H血清添加培地内で運

動陰性化所見を認め得たことは各氏の文献に示きれる

処である．No．6a株は鞭毛所見を基準として観る場

合の菌株構成細胞塾の種別・型別比率・保有鞭毛数並

びに運動性微弱の点で，叙上先人の供試練に甚だ顎似

するものが認められるが単相性薗株である点を里にす

る訳である．然る処P．Aに就いてはB・W・Brlユnney

et alココ）（1941）に拠ってH－a原の他にInduced

antigenとしてH－1・2が，亦P・R・Edwards

et al望：‡）（1950）に拠ってはNaturalantigen　とし

てのH－1・2原すらが報告されている．従ってNo・

6aが仮に是の種のH－a以外のH原を所有している

とすれば，：和一a因子血清添加に際して例えば上記

Ⅳfcゐ言fα6093－53株と全く固執の現象が認め仁）れる

可能性が存在するのである．著し仮に本現象陽性に発

現したとすれば，No．6a株の難凝集性に対する機序，

或いは亦Vo館6a型の如き異常被凝性を示す例の菌相

交替機転解説の為に，Edwards・原田等何れの説が

採らるべきか，或いは別個に求めらるべきかの問題が

起ってくる訳である．亦もしNo．6aがAntigen主c

ねrmulaは常態にしてmonopbasic formに過

ぎない場合は，簡単には鞭毛陽陰性細胞数の数的比率

特に鞭毛数に帰納し得るわけであるが，稗仔鰍こ考察

を試みれば爾く直裁的ではあり得ない。a・琴i記載の

ブイヨン通過所見等が他面において親られているから

第3表　　H－a因子血清内所見〔Ⅶ〕

蚕こ憲一誓慧≧100

OH

6　a

C

200　　400
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〔註〕1．H僧a因子血清内0反応は50×〔爪〕である．
2．反応原は総べて庄薗原が用いられている．
3．反応原CはCk・Cnよりなり約60％のC塾を含むものである．本文ではC〔D〕と表現

されている．
4．No．6a原は5M／1000R．P．M．処置による上層薗液である．
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である・次の実験は比の間の消息を知らむとして，施

行きれたものである．C〔D〕（第3表参照）に対して終

末価25600×を示すH・a因子血清を1／5。・1／100・1／aoo

畳の割に包含する0．5％移住培地並びに対照培地とし

ての血清非添加回培地内に於けるNo．6a株の運動性

は，血温15H限に於いて331∬mの移住距離が認められ

るのに対して，血清添加培地内では全く陰性である．

本所見より想定すればNo・6aは，一応H－1・2原の如

き特殊鞭毛は包容しないものと考えられるのである．

因みに本契験はNo・6Ⅲ供試所見並びに附加きれる

他種実験と共に次報に於いて再記されることを附記し
ておく．

F　徴凝集性（第1・3表参照）

a・当報に於いてはC型株・No．6a株の両株を主

材として簡単に要点のみに触れておく．

（1）供試血清はC塾生菌免疫によるC・OH血清

（下記（3〕参照）と仁是れより調製されたH・a因子

血清で，本血清の対0原価は50×〔－〕である．

（2）反応原No・6a・C塾共に生薗であるが，比

の申No。6aはSr塑菌で自発性凝集陽性の為生塩水

蘭浮溝液の5M／1000R・P．M．処置上層が供試されて

いる・是れによる生墟水対照管内所見は陰性である．

（3）供試C型株は末純化のものでCk・Cn両

の合計値として60％のC型を含むに過ぎず，残りの大

部分をD型，一部分をA・B塾によって占められてい

る・従ってD丑～Yo・6Ⅲの性格を多分に包容する反

応原と解し得る訳である‥以下C〔D〕と表現される．

本来籍3表実験はNo・6a：No．6Ⅲ各所見の間で対

比考察さるべきものである．不宰にして事故の為此処

に戻し得ないので次勤こ於いて一一括される．C型も亦

本来ヾ0・6aに対比きるべき免疫学的に同性柊の資料

と考えられるのであるが，不純にして上記の如くD型

としての或いはNo・6Ⅲとしての性格を発現し得るも

のと考えられる．従って当戟では予備的笑験の意味を

以って，C〔D〕株をNo・6粗放の代用株換言すれば，

NQ・6aの対照株の如く供試されていることを附記し

ておく・因みに，既述の如く，OH血清の免控原とな

っているC塑は免控当時の純化状態良好で98．5％～99

％迄のC塑が包含されていたものである．亦免控当時

は末7ごCk・Cnの分型名は使用されていなかったので

あるがCn該当の菌株が免安原に当てられている．

b・以下血清OH・H・aに対する反応原No．6a・

C〔D〕の態度に就いて比較検討を進めてみることに

する．

（1）C〔D〕原に於ける2Ii・24H限価並びに塊所

見は殆んど全く同所見である．是れはD些細胞原に由

来する処が相当大であると考えられる．

（2）No・6a掛こ於ける反応はC〔D〕原と多少

異なって稗反応価も低く且2H価く24H価である．是

れは該株に於ける鞭毛型紙胞数・其の凝毛数等を参考

にすると，反応の主体をなしているものは0原反応か

とも疑われ得るのであるが，其れにしては2H限に於

ける反応価が高きに失する様である．比の疑問を暫ら

くおいて，H－a血清内所見を通覧すると次の様にな

る．

（3）C〔D〕原反応は殆んど全くH原反応の出現

状態を呈している．

（4）C〔D〕所見に比すれば，OH血清内では両

者間に認められなかった格段の差を以って，N。．6a

の劣弱な反応が認められる．反応価に於いても反応

塊形成状態に於いても爾りである．簡単にとならば，

No・6aの本所見は本棟構成の鞭毛細胞数と其の鞭毛

数のみを以って，反応価についても塊形成状態に就い

ても一応の解説は果され得るのである．然しながら精

細にとなると，爾く簡明ではあり得ない．

（a）先ずNo・6a反応塊をH原系のものとすれば

2H・24H阻価は大体同価が期待されるのに両時限反

応価間には相当の懸隔がみとめられる．

（bト）亦上記（a）の内容と同（2〕No．6aに於け

る2H：24H阻価のあり方は対駅的で，OH－2H価が

低きに失する感がある．然しH－a・・2H価はH－a内0

価が50×〔－〕の故に0価とは考え得ない．従って是

れをH：価とみると上記の如くにてOH－2H価は慮れ

を0価とみるべきものの様をこ考えられる．同一株の示

す所見としては理解し難いものが合、まれる．

（C）No・6aは本来自発性反応を戻すものである

が，自発性凝集は高度稀釈血清～珪墟水管内では陰性

であっても低度血清管内では陽性であることが稀では

ないことから，H－a血清内所見を自発性反応とする

と，是れに対する完全防止処置を講じた場合H－a：

No・6召し反応は陰性ということになる．此の際もしOH

内No・6aの2H限価を，0原価としては高価に失す

る点を重視して，H原価とみるならば，No．6aがOH

●H－a両血清に対して示している所見は「一応是れを

H阻止現象と想定せざるを得ない理である．然し乍ら

本想定の根源はOH－2H限価をH原価と観た点に存

することで，0原反応と鮭も常識に←－・致せず37PC2H

にして梢当高価を示す場合も抄なくないことを考える

と，比の場合も亦爾く簡単に決論を下す訳にはいかな

いのである．

C　要は以上の如くにて，H－a血清で認められる

No・6a弱度反応は単・にH－Hypoagglutinabilityと
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称し得るのみで，厳關こは難凝集性とも況して阻止現

象とも観じ得ないものゝ様に考えられる）聡現在実験

未完の田こ結翻勺な記載は是れを控えておくことにす

る・而して当報に於いて猶此の微弱反応を重要視する

所以のものはNo．6aの示す本性状が単に本棟構成の

有鞭毛細胞数並びに其の保有鞭毛数のみを以って解説

し得るか密かにおかれている．比の見回こおいて成さ

れる研究所直に関しては次弧掲載の予定である・r未完）

Summary

Four colony types of Salmonella paratyphi A, referred to as so-called "intracoloni-
al color image" (TAKAHASHI), were designated as type A, B, C and D. The

original strain D-14 of KURATA (1956) was further divided into two substrains
6a and 6III by the author's work. The former indicated a poor and sluggish
motility in semisolid medium and in- and hypoagglutinability in slide agglutination
test by factor-a serum. Serial transfers of the strain 6a through the GARD's

plate, after three times, gave rise to occurrence of another strain 6III which
showed a normal H-agglutinability with active motility, whilst there was little
difference in OH-agglutination between both strains. The motility of the strain

6a was found to be completely inhibited in stab of semisolid medium containing
factor-a serum, whose agglutinin titre was 1:25600 against living cells of the

type C•kD•lconsisting in rate 40:60 of C and D, in concentration of 1:50 to 1:200.
The mechanism of the physiological and serological phenomena above-descrived

were investigated using optic microscope as well as with a Hitachi's electron

microscope, and there was no discordance between both results. The morpho-

logical findings of used strains are summarized in table I. In the final analysis
it was quite likely that the intensity of agglutinability was depending upon the
rate of well-flagellated and non-flagellated cells in used strains as well as upon
the number of flagella of the organism. This was, however, not considered

as explaining away all of the mechanism of so-called H-inagglutinability. The
present author provisionally thinks that inhibition of H-agglutination seen in a

monophasic strain such as 6a must have no relation to phase X after SELIGMANN
et al. (1954) as well as to type 6095-52 after EDWARDSet al. (1954) in diphasic
strains.

Table I.

Findings
、　in strainsFlaeella

in cells
TIleンンn11mberンンン6f　　　＊；

封aだellated cellsト

Findings
H\r rmY. rnirrnS. bv elec. micros.

No. fia No. Rl No. 6a No.6

very few in large
mimhfir very few in large

number
The number of non- **

flaeellated cells
in absolute

majority
in absolute

majority
Thenumberof ! almost 1 9^,7 i almost ] i ?^-,

fiacri»ii!ir,ff-arTirftll ! rarelv 9 1 z ' rarely 2 i

The number of the fallen
flaaella from cell bodies

exceedingly
few

very
numerous

exceedingly
few

very
numerous

Ratio of cell*: cell** j i ca 1 : 50

(to be continued) (Author)
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